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家族形成行動への影響

•米国における調査では、ヒス
パニックや黒人、性的少数者、
経済的余裕がない女性が、子
を持つ時期を遅らせる、ある
いはより少数の子を持つと回
答した

•経済的に恵まれない人々に、
COVID-19パンデミックの与
えた影響が大きかった

Lindberg LD et al: www.guttmacher.org/sites/default/files/report_pdf/early-impacts-covid-19-pandemic-findings-2020-guttmacher-survey-reproductive-health.pdf



生殖医療への影響(米国SARTによる)

•米国における2020年の
全周期数（暫定）は、
291484周期で、2019年
より2.4％減少した

•胚移植周期数（暫定）は、
76918周期で、2019年よ
り6.3％減少した

•凍結胚を移植しない行動
の影響だが、影響は相対
的に小さかったといえる

https://www.sartcorsonline.com/rptCSR_PublicMultYear.aspx?reportingYear=2020



生殖医療への影響（英国HFEAによる）

• 2020年、英国では公費の治療
周期は前年より35％減少、私
費の周期は13％減少（全体で
20％減少）

• 18-34歳の公費周期減少が最
大(38%減少)、私費は13%

•クリニック再開後、私費の周
期は2021年も継続的に2019
年を大きく上回っている

HFEA: Impact of COVID-19 on fertility treatment 2020 (published May 2022)による



日本産科婦人科学会によるhttps://www.jsog.or.jp/activity/art/2020data_202208.pdf

ＡＲＴ日本における生殖医療周期数の年次推移



ＡＲＴ

日本産科婦人科学会によるhttps://www.jsog.or.jp/activity/art/2020data_202208.pdf

生殖医療による出生児数の年次推移
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わが国の年齢別生殖医療周期数の年次推移

日本産科婦人科学会公表資料から石原作成



COVID-19パンデミックの影響

•各国において、パンデミックが家族形成や出産行動に与える影
響の可能性が報告されている

•生殖医療利用への大きな影響が懸念されたが、その影響はこれ
までのところ予想を下回っている

•しかし、各国の状況から、生殖医療を利用できる女性が、経済
的強者に偏っている可能性、また、年齢など個別的理由のため、
利用を先延ばしできない事情が考えられる

•わが国でも2020年は、はじめて生殖医療の周期数と出生児数が
減少したが、わずかにとどまり、手厚い経済的支援の効果が示
唆された


